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嫌 色 素 細 胞 性 腎 癌 の1例
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   We report a case of chromophobe cell renal carcinoma. A 27-year-old male suffered from right 
flank pain and gross hematuria. Drip infusion pyelography and ultrasonographic examination 
revealed a right renal mass and it was diagnosed as renal oncocytoma by needle biopsy of the right 
kidney. He was referred to our hospital for the operation and right radical nephrectomy was 

performed. The cut surface of the tumor was beige in color. The cytoplasm of the tumor cells stained 
positively for colloidal iron and showed a negative reaction for Vimentin. 

   From these results, this tumor was given a diagnosis of chromophobe cell renal carcinoma. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  46:  397A-00, 2000) 
Key  words  : Chromophobe cell, Renal cell carcinoma

緒 言

嫌 色 素 細 胞 性 腎 癌(chromophobecellrenalcarci-

noma)は,特 徴 的 な 病 理 学 的,肉 眼 的 所 見 を持 つ 腎

細 胞 癌 の 新 しい亜 型 で あ る.1985年 にThoenesらD

が初 め て ヒ トにお け る症 例 を報 告 して 以来,欧 米 で は

す で に多 数 の 症 例 が 報 告 され て い る2'3)日 本 で も最

近 に な りい くつ か の報 告 が され て お り4'9),今 回 わ れ

わ れ も,本 疾患 の1例 を経 験 した の で報 告 す る.

症 例

患 者:27歳,男 性

主 訴:肉 眼 的血 尿,右 側腹 部痛

家 族 歴:特 記 す べ きこ とな し

既往 歴:ア トピー性 皮 膚 炎

現 病 歴:1998年3月3日,肉 眼 的血 尿,右 側 腹 部 痛

が 出 現 し,3月4日,近 医 泌 尿 器 科 を 受 診 し た.

DIP,腹 部 超 音 波,CTな どの検 査 に て右 腎 腫 瘍 を指

摘 され 同 院 に入 院 した.腎 生 検 を施 行 した と ころ病 理

検 査 結 果 は オ ン コサ イ トー マで あ っ た.3月31日,手

術 目的 に 当科 紹 介 入 院 とな った.

現 症:身 長165cm,体 重65kg,発 熱 を認 めず

胸腹 部 に理 学 的 異常 所 見 は認 め な か っ た.

検 査 所 見:末 梢 血 液 検 査 お よ び血 液 生 化 学 検 査 に は

特 に異 常 は 認 め な か った.CRPO.2ng/ml,α2グ ロ

ブ リ ン7.2%でrapidprogresstypeの 腎 癌 を示 唆 す る

所 見 は 認 め な か った.ま た,尿 検 査 に異 常 を認 め な

か った.尿 細 胞 診 はclassIで あ っ た.

超音 波所 見 二右 腎 に 直径 約8cmの 辺 縁 不 整 な腫 瘤

を認 め た.腫 瘤 は右 腎上 極 を 中心 に肝 下面 に突 出す る

よ うな形 で発 育 して い た.腫 瘤 部 と周 辺組 織 との境 界

部 は 明瞭 で周 囲 へ の浸 潤 は な い もの と思 わ れ た.

腹 部CT所 見:右 腎 の 腫 瘍 は充 実 性 で 多 結 節 性 に

発 育 して い る のが 認 め られ た.周 辺 組 織 へ の浸 潤,転

移 は 認 め られ なか った(Fig.D.

血 管 造 影:車 軸 状 の 血 管 像 を伴 うhypovascularな
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Fig.1.CTscanshowingalobulatedmassin

theupPerpoleoftherightkidney.

拡大像(Fig,4)で は,腫 瘍細胞は細胞境界が明瞭で

胞体は大きく,内 部が網状で好酸性を示す大型の腫瘍

細胞の増殖が認められた.ま た,細 胞膜は肥厚 し強い

好酸性を示していた.核 は軽度の異型を伴い核周囲明

庭,核 分裂像が認められた.
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腫瘍が認められた.静 脈内の腫瘍塞栓,静 脈相での

poolingは 認められなかった(Fig.2).

腎生検の病理組織所見:細 胞質が好酸性に染まる穎

粒状大型の細胞の均一な増殖が認められた.核 は丸 く

異型を認めなかった.

以上の画像所見および腎生検の結果から右腎オンコ

サイ トーマと診断されたが,腫 瘍は大きいことや稀に

転移を伴うオンコサイトーマも存在し悪性の可能性 も

否定できなかったため,根 治的右腎摘除術 を施行 し

た.右 肋骨弓下横切開にて経腹膜的に右腎に到達 し

た.腫 瘍 と周辺組織の間に癒着は認められず右腎の剥

離は容易であった,腎 茎部のリンパ節の腫脹は認めら

れなかった。

摘出標本:腫 瘍は腎上極から中央にかけて充実性に

発育し,割 面は淡い褐色調を呈しているのが認められ

た(Fig.3).

病理組織所見:HE染 色の弱拡大像では,腫 瘍組織

は均一な増殖を示しており腎被膜外浸潤は認められな

かったが,一 部に静脈内への浸潤像が認められた.強
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特 殊染 色 に お い て は,胞 体 の コ ロ イ ド鉄 染 色(Fig.

5)に て胞 体 が 強 く染 色 され る の が認 め られた.ま た,

サ イ トケ ラチ ン染色 は陽 性,ビ メ ンチ ンは 陰性 で あ っ

た.

電 子 顕 微 鏡 像(Fig.6)で は,核 の 周 囲 に腫 大 した

ミ トコ ン ドリ アの増 生 お よ び多 数 の微 小 空胞 の存 在 を

認 め た.

以 上 の所 見 よ り 自験 例 は,嫌 色 素 細 胞 性 腎 癌pT2,

NO,MO,G2,pVla,好 酸 型 と診 断 され た.

術 後 経 過:術 後 の経 過 に問題 は認 め られ なか った.

入 院 中 に術 後 の再 発 予 防 と して イ ン ター フ ェ ロ ン α

300万 単 位 を週3回 投 与 した.現 在 は,外 来 に て イ ン

ター フ ェ ロ ン α300万 単位 を週2回 施 行 しな が ら経過

観 察 中 で あ る.

考 察

嫌 気 素 細 胞 性 腎 癌 は,1985年Thoenesら1)に よっ

て ヒ トに お いて 初 め て報 告 さ れた 腎細 胞 癌 の 新 しい亜

型 で あ る.本 邦 で は,1999年4月 に発 行 され た 腎癌 取

り扱 い規 約 第 三 版10)よ り正 式 に 分 類 に含 まれ る こ と

にな っ たが,本 邦 に お い て は未 だ 報告 は少 ない.し か

し,過 去 の 腎 癌 症例 を再 評 価 した とこ ろ,腎 細胞 癌 全

体 に 占 め る割 合 は約5%と す る報 告 が 多 く2'4・11),比

較 的高 頻 度 に存 在 す る こ とが わ か って きて お り,当 腫

瘍 は他 の亜 型 と して診 断 され て い た た め に報 告症 例 が

少 なか った と考 え られ る.

嫌 色 素細 胞 性 腎癌 の発 症 年齢 は40歳 代 か ら50歳 代 で

多 く認 め られ る傾 向 にあ る.自 験 例 は,発 症 年齢 が27

歳 と比 較 的低 い のが 特徴 的 で あ っ たが,大 西 らに よ る

34例 の 嫌 色 素細 胞性 腎癌 の検 討4)で は,20歳 代 以 下 の

発 症 は,2例 の み(5.9%)で あ り,海 外 の 他 の 報

告2・3)でも,20歳 代 の発 症 は,同 じ く約5%で あ った.

逆 に,20歳 代 以 下 で 発症 した25例 の 腎癌 症 例 を対 象 に

したAndrewら の検 討12)で は,嫌 色 素 細 胞性 腎癌 は,

わず か1例 に認 め るの み で あ っ た.以 上 の報 告 か ら考
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え る と,若 年 で 発症 す る嫌 色 素 細胞 性 腎 癌 は比 較 的稀

で あ る と考 え られ た。

発 生 母 地 につ い て は,St6rkelら13)が 行 っ た電 子 顕

微 鏡 に よ る検 討 に よる と嫌 色素 性 細 胞 性 腎 癌 は 遠位 尿

細 管,特 に集 合 間 の介 在 細胞 由 来で は ない か と指 摘 さ

れ て お り,Noguchiらt4)は 腎 オ ン コサ イ トー マ と類

似性 を持 つ もの と指 摘 して い る.ま た,細 胞 遺 伝 学 的

に は,染 色 体1,2,6,10,13,17,21番 の 対 立 遺

伝 子 の欠 損 が指 摘 され て い る15'16)

画 像 診 断 に 関 して,CT,MRIに お い て は 特 徴 的

な所 見 は報 告 され て い な い.大 西 ら3)に よ る と,血 管

造 影 に お い て は 通 常 型 腎 細 胞 癌 の90%以 上 が 特 有 の

hypervascularityを 呈 す る の に対 し,嫌 色 素細 胞 性 腎

癌 の 半 数 近 くはhypovascularityを 示 す とい う こ とで

あ る.本 症 例 で は,オ ンコサ イ トー マ に よ く見 られ る

とい う車 軸 型 の 血 管造 影 所 見 が 認 め られ た.以 上 の よ

う な理 由 か ら,嫌 色 素 細 胞 性 腎癌 の画 像 に よ る診断 は

困難 で あ る と考 え られ た.

嫌色 素 細 胞 性 腎癌 を他 の 腎 細胞 癌 と区別 す る の は,

その特 徴 的 な病 理組 織 像 で あ る.腫 瘍 組 織 の 肉 眼的 所

見 で は,腫 瘍 割面 は,ベ ー ジ ュ色,も し くは淡 い褐 色

調 を呈 す る傾 向 が あ る.発 育 は 充実 性 で あ り,時 に本

症例 の よ うに分葉 化 傾 向 を示 す こ と もあ る.ま た,オ

ン コサ イ トーマ と類 似 した 中心 部 の繊 維 化 を認 め る こ

と もあ る。

光 学 顕 微 鏡 像 上,腫 瘍 細 胞 は 大 型 で 細 胞 質 内部 は

様 々 な程 度 に好 酸 性 を示 し,好 酸 性 の 程 度 に よ り,細

胞 の辺 縁 の み が好 酸 性 を示 す 通常 型 と細 胞 質全 体 が 好

酸 性 を示 す 好 酸 型 に 分 類 され る.軽 度 の 核 異 型 を伴

い,時 に核 分裂 像,核 周 囲 明庭 も認 め られ る.特 殊 染

色 で は,コ ロ イ ド鉄 染 色 に細 胞 質 が 強 く染 め られ17),

アシ ア ンブル ー染 色 に弱 陽性 を示 す.ま た,免 疫 組 織

染色 で はサ イ トケ ラチ ン7.18,19に 陽性,ビ メ ンチ

ンに 陰 性 な どの特 徴 が あ る勿 自験 例 で は,明 らか に

強 い好 酸 性 を示 す細 胞 が 優位 に存 在 してい た た め好 酸

型 で あ っ た と考 え られ る.

電 子 顕 微 鏡 的 に は,細 胞 質 に特 徴 的 な微 小 空胞 が 認

め られ,他 疾 患 との鑑 別 に重 要 で あ る.こ の微 小 空 胞

は,ミ トコ ン ドリア の外 膜 か らの 移行 を見 る こ とが あ

り,ミ トコ ン ドリア 由来 の もの で あ る と考 え られ て い

るID

嫌 色 素 細 胞 性 腎癌 と他 疾 患 との 鑑別 に お いて 問題 と

な る の は,通 常 型 に お いて は,腎 細胞 癌 淡 明 細 胞 亜 型

との鑑 別 で あ り,好 酸 型 にお い て は 腎細 胞 癌 穎 粒 細 胞

亜型 お よ び腎 オ ン コサ イ トーマ との鑑 別 で あ るが,こ

の 中 で特 に重 要 な の は好 酸 型 と良 性 疾患 で あ る オ ンコ

サ イ トーマ との 鑑 別 で あ る.オ ン コサ イ トーマ で は,

肉 眼 的所 見 にて マ ホ ガ ニ ー ブ ラ ウ ン と呼 ば れ る よ うに

褐 色 調 が 強 い こ と,病 理 学 的所 見 にて 核 は 丸 く異 型 を
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伴 な わ ず 粗 大 穎 粒 状 細 胞 か ら成 る 均 一 な 増 殖 を示 す こ

と,ま た 電 子 顕 微 鏡 で は,多 数 の ミ ト コ ン ド リ ア を 認

め る こ とが 特 徴 的 所 見 と して 挙 げ ら れ る が,HE染 色

の み に よ る 病 理 検 査 で は,両 者 は き わ め て 類 似 した 組

織 像 を 呈 す る た め,鑑 別 は 非 常 に 困 難 で あ り注 意 が 必

要 で あ る.本 症 例 に お い て も術 前 に 針 生 検 を行 いHE

染 色 に て オ ン コ サ イ トー マ と の 診 断 を得 て い た が,コ

ロ イ ド鉄 染 色 な どの 特 殊 染 色 お よ び 電 子 顕 微 鏡 検 査 を

行 っ て い た な ら,早 い 段 階 で 正 確 な 診 断 が な さ れ て い

た で あ ろ う と考 え ら れ た.

嫌 色 素 細 胞 性 腎 癌 は,lowgrade,10wstageで 発

見 され る こ とが 多 い た め,予 後 は他 の 腎 癌 に 比 較 して

良 好 で あ る と い わ れ て お り,5年 生 存 率 は80-90%と

す る 報 告 が 多 い.し か し,少 数 で は あ る が 転 移 な ど に

よ り不 幸 な 転 帰 を た ど る こ と も あ り,治 療 と し て は 通

常 型 の 腎 癌 に 準 じて 根 治 的 腎 摘 術 を 行 う の が 良 い と 考

え られ る2'4)

結 語

27歳,男 性 の 右 腎 に 発 生 し た 嫌 色 素 細 胞 性 腎 癌 の1

例 を経 験 し た の で 若 干 の 文 献 的 考 察 を加 え 報 告 した.

本 論 文 の 要 旨 は 第380回 日本泌 尿 器科 学 会 北 陸 地 方会(金

沢)に お いて 発 表 した.
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